
議 事 録

会 議 名 令和５年第４回愛知警察署協議会（定例会）

令和５年12月12日（火）
午後１時30分から午後３時30分までの間

日 時 ・ 場 所

愛知警察署 講堂

１ 委員
中野 匡 会長 石川 金文 副会長
梅村 豪 委員 白石 明美 委員
板垣 恵美子 委員 前田 理栄子 委員
吉田 弘美 委員 山田 洋子 委員

以上８名（定数12名）

出 席 者 ２ 警察署員
甲斐 署長 大友 副署長
細野 警務課長 桐生 会計課長
岩田 生活安全課長 大村 刑事課長
𠮷田 交通課長 岡島 警備課長
本多 豊明幹部交番所長

以上 ９名

３ 有識者等
なし

諮 問 事 項 等 効果的な採用活動方策

１ 柔剣道等、スポーツに注目した採用活動
２ 多様な人材確保のための民間企業等への啓発活動
３ 専門技能を持つ人材への啓発活動

答申等の概要 ４ イメージ払拭のための警察官の私生活を含めた魅力発信
５ 就活希望者に対する具体的な説明
６ 中学生職場体験者によるイメージ向上
７ 警察職員という選択肢の積極的な広報
８ 若手に限らず全員リクルーターになっての積極的な広報

そ の 他 次回開催予定 令和６年２月下旬
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 署長挨拶

２ 各種報告

(1) 管内の犯罪発生状況(生活安全課長説明)

(2) 管内の交通事故発生状況(交通課長説明)

３ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況（警備課長説明）

(1) 諮問事項

大規模災害に備えるため、警察に広報して欲しいこと

(2) 答申事項

ア 警察の特徴をいかした広報活動の推進

イ 外国人を含めた大学生と連携した意見出しの実施

ウ 医療機関や企業との連携を課題とした取組みの実施

(3) 推進施策

ア 答申事項アについて

○ 管内の大学や商業施設等で警察が開催したイベントの際、災害広報

を実施した他、管内商業施設で開催した警備犬による災害対応訓練を

報道に公開し、更に管内自治区主催の行事に参加し、クイズ形式等に

よる災害広報を実施した。

○ 今後は、災害現場での警察の活動を知ってもらうための広報活動、

災害時に役立つ情報発信、災害発生時に行う警察活動への理解を得る

ための広報活動の推進につき取り組む予定である。

イ 答申事項イについて

○ 管内高等学校に在学する外国人留学生に対する災害広報を実施した。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

○ 今後は、外国人留学生の疑問要望に沿った広報等を推進するにあた

り、具体的な実施方法等につき大学側と協議を推進する予定である。

ウ 答申事項ウについて

○ 遺体安置所設置や運営に向け、管内の医師会、歯科医師会と検討会

等を通じて連携を図った他、医療機関からの協力による被災状況の把

握に向けた連携を強化した。管内企業に対しては、協定の締結やパー

トナーシップの拡充に努めた。更に管内自治体、消防等との連携をよ

り推進する。

４ 諮問

(1) 諮問事項

効果的な採用活動方策

(2) 諮問事項の設定理由（警務課長説明）

県内における安心安全の確保に警察官や警察職員となる優秀な人材確保

に向け、魅力ある職場環境づくりや労働環境の改善を進め、また施設面の

整備にも取り組んでいる。

現在、警察本部採用センターと連携した採用募集活動、辞退防止活動、

広報活動、キャリア教育を推進しているものの、受験者は減少傾向であり

県警の採用状況は大変厳しいといえる。

一人でも多くの受験者を募集するため、警察署協議会委員の貴重なご意

見を賜り、今後の採用活動の参考とするため、今回の諮問事項とした。

５ 協議

委員 ・ 私の知人の父親が警察官だったこともあり、知人の数人が過去に
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

採用試験を受験し、その内１人は合格して警察学校に入校したが、

学校生活が厳しく辞めたと聞いた。

このように世間では、警察学校も含めて警察の仕事は厳しいとい

うイメージがあるので、それを払拭するために、警察官の私生活も

含めたイメージビデオを作成すれば、警察官のイメージ向上につな

がると思う。

委員 ・ 警察官になる者は、柔道、剣道経験者は多いのか。

警察 ・ 柔剣道経験者は少ない。

委員 ・ 警察官は様々なスポーツを経験している方が多い印象がある。

柔剣道のみならず、ラグビーやサッカー等、スポーツに注目した

採用活動が有効だと思う。

委員 ・ スポーツの他、オートバイが好きなら白バイ隊員になれる等、や

りたいことがやれることを広報してみたらどうか。

また、警察職員という事務職があることも積極的に広報すれば、

誰もが選択できる職業という認識ができるのではないだろうか。

委員 ・ 合格したとしても辞退する者も多いのか。

警察 ・ 他の企業と併願する者も多く、警察は就職の滑り止めという印象

を受ける。

委員 ・ 警察官は、権威があると感じている。

薬物乱用防止教室等の出前教室を行っていただけるのはありがた

いが、それが将来の職業には結びつかないと思う。

ただし、過去に中学生時代の職場体験が基で、警察官になったと
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

いう方の話を聞いたことがあるので、中学校の職場体験をもっと特

化してみれば良いのではないか。

委員 ・ 私の子供達は警察とは違う業種に就職しているが、取りあえず就

職したと言っており、その仕事を長くやろうとは思っていない。

このような人も多いと思うので、既に就職している人へのリクルー

ト活動をしても良いと思う。

委員 ・ 警察官への就職はハードルが高いと思っている人が多いのではな

いか。それを払拭するために、どうすれば警察官になれるか、また、

どう頑張れば警察官になれるのか、ということを学校等の場で説明

してみたらどうか。

委員 ・ 公務員の人気自体がなくなってきていると感じる。

警察官のイメージも、人から聞いた話だけのイメージを持つ者も

いると思うので、職業体験等で実態を伝えるのが大切と思う。

委員 ・ 警察官と警察職員の違いを教えてほしい。

警察 ・ 警察官は被疑者の逮捕や捜査を行う。警察職員は事務職であり、

総務、警務や会計部門で、主に遺失拾得、予算執行、福利厚生業務

に従事し、警察官のパートナーとなる存在である。

・ 警察官は公安職であり、公務員でも希望者が少ない。また、警察

職員に対する世間の認知度が低いのも問題である。

委員 ・ 警察官のマイナスイメージを払拭できる情報発信が必要と思う。

私も剣道経験者であるが、剣道や柔道をしている人は警察官に対

し好印象を持つ者が多いと思うので、柔剣道に特化したアプローチ
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

を図ってみればよいと思う。その他、サイバーセキュリティに強い

人材といった専門技能がある人を採用するのも必要ではないか。

委員 ・ 若手警察官によるリクルーター制度があると説明を受けたが、若

手警察官に限らず全員がリクルーターになって地域社会に広報する

のも必要であると思う。

６ 答申

(1) 柔剣道等、スポーツに注目した採用活動

(2) 多様な人材確保のための民間企業等への啓発活動

(3) 専門技能を持つ人材への啓発活動

(4) イメージ払拭のための警察官の私生活を含めた魅力発信

(5) 就活希望者に対する具体的な説明

(6) 中学生職場体験者によるイメージ向上

(7) 警察職員という選択肢の積極的な広報

(8) 若手に限らず全員リクルーターになっての積極的な広報

７ 退任委員挨拶

８ 会長挨拶

９ その他

次回の開催予定は、令和６年２月下旬とする。


